
45　　形容詞語尾、形容動詞語尾、 助動詞「ナリ」「タリ」「ダ」「デアル」

田　

中　

み
ど
り

形
容
詞
語
尾
、
形
容
動
詞
語
尾
、

助
動
詞
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」「
ダ
」「
デ
ア
ル
」

・
形
容
詞
の
、
原
形
「
よ
し
（
良
し
）」
の
語
幹
は
「
よ
」、
原

形
「
あ
し
（
悪
し
）」
の
語
幹
は
「
あ
し
」
で
あ
る
。

・
状
態
副
詞
に
、
様
態
を
あ
ら
わ
す
「
ニ
」「
ト
」
が
接
し

（
接
し
た
も
の
も
状
態
副
詞
）、
さ
ら
に
「
ア
リ
」
が
接
し

た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
で
あ
っ
て
、
状
態
副
詞

に
は
「
ア
リ
」
が
付
く
も
の
と
付
か
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、

「
ア
リ
」
の
付
く
も
の
を
特
に
ひ
と
つ
の
品
詞
と
考
え
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

・
名
詞
を
述
語
と
す
る
文
に
つ
く
「
ニ
ア
リ
」
の
「
ニ
」
は

場
所
を
あ
ら
わ
す
「
ニ
」
で
、「
ニ
ア
リ
」
は
「
に
於
い
て

あ
る
」
の
意
で
あ
る
。
同
じ
く
「
ト
ア
リ
」
の
「
ト
」
も

場
所
を
あ
ら
わ
す
「
ト
」
で
、「
ト
ア
リ
」
は
「
と
い
う
所

に
あ
る
」
の
意
。
こ
れ
が
つ
づ
ま
っ
て
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」

と
な
る
と
き
「
ア
リ
」
は
実
質
的
意
味
か
ら
形
式
的
意
味

に
転
じ
て
〈
陳
述
〉〈
判
断
〉
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
。

・
名
詞
文
の

　
　
　
　

～
ハ
…
ダ
。

　

の
文
は
、
主
述
関
係
を
あ
ら
わ
す
文
で
あ
る
場
合
と
、
述

語
成
分
の
文
だ
け
で
あ
る
場
合
と
が
あ
り
、「
ダ
」
は
〈
断

定
の
助
動
詞
〉
で
あ
る
場
合
と
、〈
文
全
体
の
陳
述
を
あ
ら

わ
す
〉
場
合
と
が
あ
る
。

一　

は
じ
め
に

二　

形
容
詞
語
尾

三　

形
容
動
詞
語
尾

四　

名
詞
文

五
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」　

「
ダ
」「
デ
ア
ル
」

六　

私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ

七　

ま
と
め
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本
稿
で
は
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』（
一
九
九
七
年
）、

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』（
一
九
九
四
年
～
一
九
九
八
年
）、

岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』（
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
三
年
）、
岩

波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
新
古
今
和
歌
集
』（
一
九
九
二
年
）、
を
底
本
と
す
る
。

た
だ
し
、
萬
葉
集
の
訓
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
勘
案
す
る
。　

〇
印
は
歌
の
本
文
、

◎
印
は
訳
、
※
は
筆
者
の
考
え
を
あ
ら
わ
す
。

一　

は
じ
め
に

　
　

○
花

と
い
う
語
に
は
、

　
　
　

花
の
存
在

　
　
　

人
の
措
定

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

○
梅
、
在
り
。

と
い
う
存
在
詞
を
述
語
と
す
る
文
に
は
、

　
　
　

梅
自
身
の
存
在

　
　
　

梅
自
身
の
あ
り
様

　
　
　

人
が
見
た
梅
の
一
局
面

　
　
　

人
の
判
断

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

○
梅
、
咲
く
。

と
い
う
動
詞
を
述
語
と
す
る
文
に
は
、

　
　
　

梅
自
身
の
存
在

　
　
　

梅
自
身
の
動
作

　
　
　

人
が
見
た
梅
の
一
局
面

　
　
　

人
の
判
断

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

○
梅
、
美
し
。

と
い
う
形
容
詞
を
述
語
と
す
る
文
に
は
、

　
　
　

梅
自
身
の
存
在

　
　
　

梅
自
身
の
属
性

　
　
　

人
が
見
た
梅
の
一
局
面

　
　
　

人
の
判
断
（
私
は
思
う
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

○
梅
、
厳
か
な
り
。

と
い
う
形
容
動
詞
を
述
語
と
す
る
文
に
は
、

　
　
　

梅
自
身
の
存
在

　
　
　

梅
自
身
の
様
態

　
　
　

人
が
見
た
梅
の
一
局
面

　
　
　

人
の
判
断
（
私
は
思
う
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

○
梅
は
木
な
り
。

と
い
う
名
詞
を
述
語
と
す
る
文
に
は
、

　
　
　

梅
の
存
在
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梅
の
あ
り
様

　
　
　

人
が
見
た
梅
の
一
局
面

　
　
　

人
の
判
断
（
私
は
思
う
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

存
在
詞
は
、
存
在
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。

　

動
詞
に
は
、

　
　
　

動
作
を
あ
ら
わ
す
も
の　

…
「
咲
く
」「
歩
く
」

　
　
　

作
用
を
あ
ら
わ
す
も
の　

…
「
流
る
」「
吹
く
」

　
　
　

状
態
を
あ
ら
わ
す
も
の　

…
「
似
る
」「
老
ゆ
」

　

形
容
詞
に
は

　
　
　

状
態
を
あ
ら
わ
す
も
の　

…
「
良
し
」「
美
し
」

　
　
　

情
意
を
あ
ら
わ
す
も
の　

…
「
う
れ
し
」「
か
な
し
」

　

形
容
動
詞
に
は

　
　
　

状
態
を
あ
ら
わ
す
も
の　

…
「
厳
か
な
り
」「
堂
々
た
り
」

が
あ
る
。

　

存
在
詞
「
ア
リ
」
の
実
質
的
意
味
は
〈
存
在
〉
で
あ
り
、
形
式
的

意
味
は
〈
判
断
〉
で
あ
る
。
存
在
詞
文
の
「
在
り
」
は
、
そ
の
中
に

実
質
的
意
味
と
形
式
的
意
味
と
を
も
っ
て
い
る
。
動
詞
文
の
「
咲

く
」、
形
容
詞
を
述
語
と
す
る
文
の
「
美
し
」、
形
容
動
詞
を
述
語
と

す
る
文
の
「
厳
か
な
り
」
は
実
質
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　

動
詞
文
「
梅
、
咲
く
。」
に
「
あ
り
」
が
接
し
た

　
　

○
梅
、
咲
け
り
。

と
い
う
文
は
、
い
ま
だ
「
あ
り
」
が
実
質
的
意
味
を
保
っ
た
場
合
、

〈
現
存
〉
を
あ
ら
わ
し
、「
あ
り
」
が
形
式
的
意
味
を
も
つ
場
合
に

は
、〈
判
断
〉
を
あ
ら
わ
す
〔
注
１
〕。

　

形
容
詞
と
い
う
も
の
は
主
観
と
客
観
の
相
対
的
な
均
衡
の
上
に
成

り
立
つ
も
の
で
、
形
容
詞
を
述
語
と
す
る
文
「
梅
、
美
し
。」
の

「
美
し
」
は
花
の
属
性
で
あ
る
こ
と
と
私
の
判
断
の
間
で
強
弱
を

も
っ
て
動
く
も
の
で
あ
り
、
形
容
動
詞
を
述
語
と
す
る
文
「
梅
、
厳

か
な
り
。」
の
「
厳
か
な
り
」
は
花
の
様
態
と
私
の
判
断
の
間
で
強

弱
を
も
っ
て
動
く
も
の
で
あ
る
。
形
容
詞
の
カ
リ
活
用
は
、
連
用
形

「
ク
」
に
「
ア
リ
」
が
接
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
あ
り
」
に
は
花
の

属
性
（
あ
り
様
）
を
あ
ら
わ
す
面
と
形
容
詞
「
美
し
」
の
述
格
性
を

あ
ら
わ
す
面
と
私
の
判
断
を
あ
ら
わ
す
面
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
形

容
動
詞
は
副
詞
に
様
態
を
あ
ら
わ
す
「
ニ
」「
ト
」
が
接
し
（
う
ら
う

ら
に
、
う
ら
う
ら
と
。
つ
れ
づ
れ
に
、
つ
れ
づ
れ
と
。
堂
々
と
）、
さ
ら
に

「
ア
リ
」
が
接
し
て
、
ナ
リ
活
用
・
タ
リ
活
用
を
形
成
す
る
（
さ
に

あ
り
≳
さ
な
り
。
か
く
な
り
。
堂
々
た
り
）。
こ
の
「
ア
リ
」
に
も
ま
た
、

花
の
様
態
（
あ
り
様
）
を
あ
ら
わ
す
面
と
「
厳
か
な
り
」
な
ど
の
述

格
性
を
あ
ら
わ
す
面
と
私
の
判
断
を
あ
ら
わ
す
面
と
が
含
ま
れ
て
い

る
。



48

二　

形
容
詞
語
尾

　

存
在
詞
・
動
詞
は
、
語
幹
と
語
尾
と
が
一
体
と
な
っ
て
意
味
を
構

成
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
は
、
語
幹
用
法
と
呼

ば
れ
る
用
法
が
あ
る
。
奈
良
時
代
の
も
の
で
は
、

　
　

○
あ
か
た
ま
（
赤
玉
）

　
　

○
な
が
ち
（
長
道
）

　
　

○
か
な
し
い
も
（
愛
し
妹
）

　
　

○
う
れ
し
さ
（
嬉
し
さ
）

　
　

○
あ
ら
た
よ
（
新
た
代
）

な
ど
が
あ
る
。
平
安
時
代
以
降
に
は
、

　
　

○
あ
な
、
あ
さ
ま
し
。

　
　

○
あ
な
、
め
づ
ら
か
。

　
　

○
を
か
し
の
御
髪
や
。

　
　

○
愚
か
の
仰
せ
候
や
。

　
　

○
う
れ
し
や
。

な
ど
の
例
も
あ
り
、
現
代
で
も
、

　
　

○
痛
（
い
た
）（
い
た
っ
）。

　
　

○
寒
（
さ
む
）（
さ
む
っ
）。

　
　

○
う
れ
し
。

　
　

○
寂
し
。

　
　

○
―
―
元
気
？

　
　
　

―
―
元
気
、
元
気
。

　
　

○
―
―
き
れ
い
？

　
　
　

―
―
き
れ
い
、
き
れ
い
。

な
ど
、
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
。
語
幹
用
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
は
語
幹
が
意
味
の
核
を
も
つ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
の
学
校
教
育
の
中
で
は
（
清
水
文
雄
・
松
村
明
・
真
下
三
郎
『
対
訳　

古
典
文
法
』
1
9
7
2
年　

第
一
学
習
社　

を
参
照
し
た
）、
古
典
語
の
形
容
動

詞
は
、

	
	

ナ
リ
活
用　

	
	

　
　
　
　
　

基
本
形　
　
　

静
か
な
り

	
	

　
　
　
　
　

語
幹　
　
　
　

静
か

	
	

　
　
　
　
　

未
然
形　
　
　

な
ら

	
	

　
　
　
　
　

連
用
形　
　
　

な
り　
　
　
　

に

	
	

　
　
　
　
　

終
止
形　
　
　

な
り

	
	

　
　
　
　
　

連
体
形　
　
　

な
る

	
	

　
　
　
　
　

已
然
形　
　
　

な
れ

	
	

　
　
　
　
　

命
令
形　
　

（
な
れ
）

	
	

タ
リ
活
用

	
	

　
　
　
　
　

基
本
形　
　
　

堂
々
た
り

	
	

　
　
　
　
　

語
幹　
　
　
　

堂
々

	
	

　
　
　
　
　

未
然
形　
　

（
た
ら
）

	
	

　
　
　
　
　

連
用
形　
　
　

た
り　
　
　
　

と

	
	

　
　
　
　
　

終
止
形　
　
　

た
り

	
	

　
　
　
　
　

連
体
形　
　
　

た
る
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已
然
形　
　

（
た
れ
）

	
	

　
　
　
　
　

命
令
形　
　

（
た
れ
）

の
よ
う
な
活
用
を
し
、
語
幹
用
法
を
持
つ
と
説
明
さ
れ
、
形
容
詞
の

ほ
う
は
、　

	
	

ク
活
用

	
	

　
　
　
　
　

基
本
形　
　
　

な
し

	
	

　
　
　
　
　

語
幹　
　
　
　

な
	
	

　
　
　
　
　

未
然
形　
　
　

く　
　
　
　
　

か
ら

	
	

　
　
　
　
　

連
用
形　
　
　

く　
　
　
　
　

か
り　

	
	

　
　
　
　
　

終
止
形　
　
　

し　

	
	

　
　
　
　
　

連
体
形　
　
　

き　
　
　
　
　

か
る

	
	

　
　
　
　
　

已
然
形　
　
　

け
れ

	
	

　
　
　
　
　

命
令
形　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ

	
	

シ
ク
活
用

	
	

　
　
　
　
　

基
本
形　
　
　

美
し

	
	

　
　
　
　
　

語
幹　
　
　
　

う
つ
く

	
	

　
　
　
　
　

未
然
形　
　
　

し
く　
　
　
　

し
か
ら

	
	

　
　
　
　
　

連
用
形　
　
　

し
く　
　
　
　

し
か
り　

	
	

　
　
　
　
　

終
止
形　
　
　

し　

	
	

　
　
　
　
　

連
体
形　
　
　

し
き　
　
　
　

し
か
る

	
	

　
　
　
　
　

已
然
形　
　
　

し
け
れ

	
	

　
　
　
　
　

命
令
形　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
れ

の
よ
う
な
活
用
を
し
、
語
幹
用
法
を
持
つ
と
説
明
さ
れ
る
が
、
た
だ

し
、「
シ
ク
活
用
の
場
合
、
終
止
形
が
ク
活
用
の
語
幹
と
同
じ
は
た

ら
き
を
す
る
。」
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
語
幹
用
法
と
い
う
説

明
に
矛
盾
が
生
じ
る
。

　

山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
論〔
注
２
〕』

に
、

	
	

形
容
詞
活
用
一
覧
表

	
	

語
幹　
　
　

原
形　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
然
形

	
	

　
　
　
　
　

形　
　
　

用
法　
　
　
　
　

形　
　

用
法　
　
　

助
詞

	
	

△　
　
　
　

△
○　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

	
	

よ　
　
　
　

よ
し　
　

終
止
と　
　
　
　

く　
　

假
定
の　
　

ば

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
、　
　
　
　
　
　
　

條
件
を

	
	

△
△　
　
　

△
△　
　

語
の
本　
　
　
　
　
　
　

示
す

	
	

あ
し　
　
　

あ
し　
　

體
と
し　

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
用
ゐ

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
る

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
用
形

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

形　
　

用
法　
　
　

助
詞

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く　
　

句
を
重

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
、
語

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
重
ぬ

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
止
の

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

形

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

假
定
の　
　

と　

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

條
件
を　
　

と
も

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

示
す

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
体
形　

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

形　
　

用
法

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　
　

體
言
に

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
ぬ
、

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

體
言
に　

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
ず
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「
ぞ
」「
や
」　　

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
に
對
す

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
終
止

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
然
形

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

形　
　

用
法　
　
　

助
詞

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
れ　

已
定
條　
　

ば

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

件
を
示　
　

ど

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す　
　
　
　

ど
も

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
そ
」　　
　

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
對
す

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
終
止

と
あ
り
、
こ
れ
が
、
形
容
詞
の
活
用
表
と
し
て
よ
り
良
い
も
の
で
あ

る
。

　

上
代
の
形
容
詞
未
然
形
語
尾
は
「
ケ
」、
已
然
形
語
尾
は
「
ケ
」

で
、
連
用
形
語
尾
「
ク
」、
連
体
形
語
尾
「
キ
」
を
含
め
て
カ
行
音

で
あ
り
、
終
止
形
の
み
サ
行
音
で
行
が
異
な
る
。
こ
れ
は
、
終
止
形

が
本
来
の
形
容
詞
の
活
用
語
尾
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

形
容
詞
の
い
わ
ゆ
る
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
の
差
を
埋
め
る
た
め
、
中

世
に
は
シ
ク
活
用
に
終
止
形
「
あ
し
し
（
悪
）」
の
よ
う
な
活
用
形

を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
形
容
詞
の
原
初
に
も

あ
り
、
も
と
も
と
装
定
す
る
こ
と
が
役
割
で
あ
っ
た
形
容
詞
が
述
定

に
用
い
ら
れ
る
際
に
、
シ
ク
活
用
の
「
あ
し
」
は
語
幹
の
ま
ま
に
終

止
形
と
な
り
、
ク
活
用
の
「
よ
し
」
は
シ
ク
活
用
に
な
ら
っ
て
語
幹

「
よ
」
に
語
尾
「
し
」
を
伴
っ
て
終
止
形
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
形
容
詞
の
活
用
を
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

	
	

形
容
詞
活
用

	
	

　
　

原
形　
　
　

よ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

	
	

　
　

語
幹　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

	
	

　
　

未
然
形　
　

く　
　
　

か
ら　
　
　
　
　

く　
　
　

か
ら　

	
	

　
　

連
用
形　
　

く　
　
　

か
り　
　
　
　
　

く　
　
　

か
り　

	
	

　
　

終
止
形　
　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
○
〕

	
	

　
　

連
体
形　
　

き　
　
　

か
る　
　
　
　
　

き　
　
　

か
る　

	
	

　
　

已
然
形　
　

け
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
れ

	
	

　
　

命
令
形　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ

シ
ク
活
用
に
お
い
て
終
止
形
が
零
表
記
と
な
る
こ
と
は
、
原
形
表
記

が
あ
る
の
で
、
問
題
で
は
な
い
。

三　

形
容
動
詞
語
尾

　

形
容
詞
と
形
容
動
詞
と
は
、
も
の
の
性
質
や
状
態
を
述
べ
る
と
い

う
点
で
似
て
い
る
。
形
容
詞
を
他
の
語
が
修
飾
す
る
場
合
「
い
と
美

し
。」
の
よ
う
に
連
用
修
飾
の
形
に
な
る
が
、
形
容
動
詞
も
他
の
語

が
修
飾
す
る
場
合
に
は
、「
い
と
厳
か
な
り
。」
と
連
用
修
飾
の
形
に

な
る
。
こ
れ
も
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
の
似
て
い
る
点
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
代
語
の
丁
寧
語
の
場
合
に
は
、

　
　

○
花
が
あ
り
ま
す
。

　
　

○
梅
が
咲
き
ま
す
。

は
「
マ
ス
」
と
な
り
、
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○
梅
は
木
で
す
。

　
　

○
梅
は
厳
か
で
す
。

は
「
デ
ス
」、

　
　

○
梅
は
美
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

は
「
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
を
用
い
る
（
た
だ
し
、
近
年
は
「
梅
は
美
し
い

で
す
。」
も
許
容
し
て
い
る
）。
こ
の
場
合
に
は
、
名
詞
を
述
語
と
す

る
文
と
形
容
動
詞
を
述
語
と
す
る
文
と
が
、
同
じ
は
た
ら
き
か
た
を

し
て
い
る
。

　

山
田
孝
雄
は
、
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
を
、
情
態
副
詞
に
説
明
存
在

詞
を
結
合
し
た
も
の
が
相
合
し
て
一
の
用
言
の
如
き
用
を
な
し
た
も

の
と
し
て
い
る
〔
注
３
〕。

　
　
　

※�

山
田
は
「
情
態
副
詞
」
と
し
て
、
情
態
と
状
態
と
を
含
め

て
い
る
。
一
方
、
現
代
の
文
法
書
で
は
「
状
態
副
詞
」
の

用
字
が
一
般
的
で
あ
る
。
内
面
的
な
「
情
態
」、
外
面
的

な
「
状
態
」
の
二
者
を
合
わ
せ
て
、
筆
者
は
「
状
態
副

詞
」
の
用
字
を
使
用
し
た
い
と
考
え
る
。

状
態
副
詞
に
、
様
態
を
あ
ら
わ
す
「
ニ
」「
ト
」
が
接
し
（
接
し
た

も
の
も
状
態
副
詞
）、
さ
ら
に
「
ア
リ
」
が
接
し
た
も
の
が
、
い
わ

ゆ
る
形
容
動
詞
で
あ
っ
て
、
状
態
副
詞
に
は
「
ア
リ
」
が
付
く
も
の

と
付
か
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、「
ア
リ
」
の
付
く
も
の
を
特
に
ひ

と
つ
の
品
詞
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
形
容
動
詞
と
形
容
詞
の
性
格
が
似
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ

も
形
容
詞
と
す
る
立
場
も
あ
る
が
、
形
容
動
詞
に
は
、
そ
の
出
自
の

副
詞
と
一
続
き
の
面
を
も
つ
も
の
も
あ
る
の
で
、
全
く
同
じ
と
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
状
態
副
詞
に
は
、

　
　

○
飽
き
飽
き
す
る

　
　

○
の
ん
び
り
す
る

　
　

○
ぼ
け
っ
と
す
る

の
よ
う
に
、「
ス
ル
」
が
つ
い
て
状
態
を
あ
ら
わ
す
動
詞
に
な
る
も

の
が
あ
り
、
形
容
動
詞
に
も
、　

　
　

○
退
屈
す
る

　
　

○
満
足
す
る

な
ど
の
よ
う
に
、
語
幹
に
「
ス
ル
」
が
つ
い
て
、
状
態
を
あ
ら
わ
す

動
詞
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
形
容
詞
に
は
そ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
は

な
い
（
形
容
詞
に
「
ス
ル
」
が
つ
く
と
、「
美
し
く
す
る
」
な
ど
の

よ
う
に
な
り
、
こ
の
場
合
の
「
ス
ル
」
は
動
作
性
の
動
詞
で
あ
る
）。

　

一
方
、
形
容
動
詞
と
〈
名
詞
＋
な
り
・
た
り
（
だ
、
で
す
）〉
と

が
、
形
が
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
形
容
動
詞
語
幹
を
名
詞
の
一

と
し
て
、〈
名
詞
＋
な
り
・
た
り
（
だ
、
で
す
）〉
と
同
じ
扱
い
を
す

る
説
も
あ
る
が
、
漢
語
由
来
の
「
退
屈
」
や
「
徒
然
」
な
ど
一
部
の

も
の
を
除
き
、「
厳
か
」
や
「
静
か
」
な
ど
多
く
の
形
容
動
詞
語
幹
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は
主
語
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
形
容
動
詞
を
他
の
語
が
修

飾
す
る
場
合
に
は
、
形
容
詞
の
「
い
と
美
し
。」
と
同
じ
よ
う
に

「
い
と
厳
か
な
り
。」
と
連
用
修
飾
の
形
に
な
る
点
が
、
名
詞
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
右
に
、
状
態
副
詞
に
、
様
態
を
あ
ら
わ
す
「
ニ
」

「
ト
」
が
接
し
（
接
し
た
も
の
も
状
態
副
詞
）、
さ
ら
に
「
ア
リ
」

が
接
し
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
で
あ
る
と
述
べ
た
。「
ナ

リ
」「
タ
リ
」
と
熟
合
し
た
形
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
形
容
動
詞
語

尾
の
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
と
名
詞
に
つ
く
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
と
で
は
、

も
と
の
「
ニ
ア
リ
」「
ト
ア
リ
」
の
意
味
が
全
く
異
な
る
も
の
な
の

で
あ
る
（
後
述
【
四
】）。

四　

名
詞
文

　

名
詞
文
は
、

	
	

〇�

琴
頭
に　

来
居
る
影
媛
（
枳
謂
屢
箇
皚
比
謎
）　

玉
な
ら
ば　

あ
が
欲

る
玉
の　

鮑
白
玉
（
婀
我
裒
屢
柂
摩
能　

婀
波
寐
之
羅
陀
魔
）

�

［
紀
９
２
歌
謡
］　

の
よ
う
に
、「
A
、
B
。」
の
形
に
始
ま
る
。
ま
た
、
主
語
に
「
ハ
」

が
入
る
も
の
が
あ
る
。

	
	

〇
大
和
は　

国
の
真
秀
ろ
ば
（
夜
麻
登
波　

久
爾
能
麻
本
呂
婆
）

�

［
記
３
０
歌
謡
］　

次
に
、
述
語
を
指
し
示
す
「
ソ
（
ゾ
）」
を
用
い
る
も
の
が
あ
る
。

	
	

〇
わ
が
心　

浦
渚
の
鳥
ぞ
（
和
何
許
々
呂　

宇
良
須
能
登
理
叙
）

�

［
記
３
歌
謡
］　

	
	

〇�

う
ま
し
国
そ　

あ
き
づ
し
ま　

大
和
の
国
は
（
怜

国
曾　

蜻
蛉
嶋　

八
間
跡
能
国
者
）�

［
萬
葉
一
・
２
］　

次
に
は
、
判
断
を
あ
ら
わ
す
「
ニ
ア
リ
>
ナ
リ
」「
ト
ア
リ
>
タ
リ
」

を
用
い
る
も
の
が
あ
る
。

	
	

�

〇�

一
つ
松　

人
に
あ
り
せ
ば　

太
刀
佩
け
ま
し
を
（
比
登
都
麻
都　

比
登

邇
阿
理
勢
婆　

多
知
波
気
麻
斯
袁
）�

［
記
２
９
歌
謡
］　

	
	

〇
わ
が
背
子
が　

来
べ
き
夕
な
り
（
和
餓
勢
故
餓　

勾
倍
枳
予
臂
奈
利
）

�

［
紀
６
５
歌
謡
］　

現
代
で
は
、
主
語
に
「
ハ
」「
ガ
」
を
、
文
末
に
「
ダ
」「
デ
ア
ル
」

を
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

	
	

イ　

A
、
B
。　
　
　
　

A
ハ
B
。

	
	

ロ　

A
、
B
ソ
。　
　
　

A
ハ
B
ソ
。

	
	

ハ　

A
、
B
ニ
ア
リ
。　

A
ハ
B
ニ
ア
リ
。

	
	

　
　

A
、
B
ト
ア
リ
。　

A
ハ
B
ト
ア
リ
。

	
	

ニ　

A
、
B
ナ
リ
。　
　

A
ハ
B
ナ
リ
。

	
	

　
　

A
、
B
タ
リ
。　
　

A
ハ
B
タ
リ
。

	
	

ホ　

A
ハ
B
ダ
。　
　
　

A
ハ
B
デ
ア
ル
。　
　

（
A
ハ
B
デ
ス
。）

	
	

　
　

A
ガ
B
ダ
。　
　
　

A
ガ
B
デ
ア
ル
。　
　

（
A
ガ
B
デ
ス
。）

　

「
ソ
（
ゾ
）」
と
「
ニ
ア
リ
、
ナ
リ
、
ダ
」「
ト
ア
リ
、
タ
リ
」
は

性
格
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で
次
に
「
ソ
（
ゾ
）」
と
「
ニ
ア
リ
、
ナ
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リ
、
ダ
」「
ト
ア
リ
、
タ
リ
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

萬
葉
集
巻
一
に
、

	
	

〇�　
　

�
天
皇
詔
内
大
臣
藤
原
朝
臣
、
競
憐
春
山
万
花
之
艶
、
秋
山
千
葉
之

彩
、
額
田
王
以
歌
判
之
歌

	
	

　

�

冬
ご
も
り　

春
さ
り
来
れ
ば　

鳴
か
ざ
り
し　

鳥
も
来
鳴
き
ぬ　

咲
か

ざ
り
し　

花
も
咲
け
れ
ど　

山
を
し
み　

入
り
て
も
取
ら
ず　

草
深
み　

取
り
て
も
見
ず　

秋
山
の　

木
の
葉
を
見
て
は　

黄
葉
を
ば　

取
り
て

そ
し
の
ふ　

青
き
を
ば　

置
き
て
そ
嘆
く　

そ
こ
し
恨
め
し　

秋
山
そ

吾
は�

［
萬
葉
一
・
１
６
］

	
	

◎　
　

�

天
皇
が
内
大
臣
藤
原
朝
臣
に
、
春
山
に
咲
き
乱
れ
る
万
花
の
あ
で

や
か
さ
と
秋
山
を
い
ろ
ど
る
千
葉
の
彩
り
と
、
ど
ち
ら
に
深
い
趣

が
あ
る
か
と
お
尋
ね
に
な
っ
た
時
に
、
額
田
王
が
歌
で
判
じ
た
歌

	
	

　

�

冬
が
過
ぎ
春
が
来
れ
ば
、
今
ま
で
鳴
い
て
い
な
か
っ
た
鳥
も
来
て
鳴
き

始
め
る
。
今
ま
で
咲
い
て
い
な
か
っ
た
花
も
咲
い
て
い
る
。
け
れ
ど
、

山
に
木
が
繁
っ
て
い
る
の
で
山
に
入
っ
て
花
を
取
る
の
で
も
な
く
、
草

が
深
い
の
で
花
を
取
っ
て
見
る
こ
と
も
し
な
い
。
一
方
、
秋
山
の
木
の

葉
を
見
る
と
赤
や
黄
に
い
ろ
づ
い
た
葉
を
取
っ
て
賞
で
、
青
い
葉
は
置

い
て
嘆
く
。
そ
の
こ
と
が
満
た
さ
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。（
秋

の
木
の
葉
は
、
こ
の
よ
う
に
、
手
に
取
っ
て
見
も
し
、
あ
れ
こ
れ
と
心

を
砕
く
も
の
で
す
。）
だ
か
ら
、
深
い
趣
が
あ
る
の
は
秋
山
の
ほ
う
で

あ
る
、
と
わ
た
く
し
は
思
い
ま
す
。

が
あ
る
。「
春
山
万
花
の
艶
」
と
「
秋
山
千
葉
の
彩
」
の
ど
ち
ら
に

深
い
趣
が
あ
る
か
、
ひ
い
て
は
、「
春
」
と
「
秋
」
と
ど
ち
ら
に
深

い
趣
が
あ
る
か
、「
春
」
の
う
ち
で
は
何
に
深
い
趣
が
あ
る
か
、
の

よ
う
な
問
い
か
け
は
、
と
り
わ
け
漢
詩
と
の
比
較
で
、
歌
人
た
ち
の

間
に
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
春
山
万
花
の
艶
」

と
「
秋
山
千
葉
の
彩
」
の
ど
ち
ら
に
深
い
趣
が
あ
る
か
、
と
い
う
問

い
に
対
し
て
額
田
王
は
「
秋
山
そ
吾
は
」
と
応
え
る
。「
わ
た
く
し

の
」
判
断
で
あ
る
。

　

「
ソ
（
ゾ
）」
は
強
く
指
し
示
す
係
助
詞
で
あ
る
（
今
の
場
合
に

は
述
語
に
用
い
ら
れ
て
い
て
終
助
詞
と
な
る
）。
言
語
者
の
「
私
が

思
う
」
内
容
を
指
し
示
す
の
で
あ
る
が
、「
吾
は
」
が
あ
る
の
で
さ

ら
に
明
確
に
な
る
。「
深
い
趣
の
あ
る
の
は
秋
山
の
ほ
う
だ
と
わ
た

く
し
は
思
い
ま
す
」
―
―
主
題
は
「
趣
が
あ
る
の
は
」
で
あ
り
、

「
わ
た
く
し
は
」
の
「
は
」
は
、
他
と
区
別
す
る
係
助
詞
で
あ
る
。

　

右
に
挙
げ
た

	
	

○　
　

天
皇
登
香
具
山
望
国
之
時
御
製
歌

	
	

　

�

大
和
に
は　

群
山
あ
れ
ど　

と
り
よ
ろ
ふ　

天
の
香
具
山　

登
り
立
ち　

国
見
を
す
れ
ば　

国
原
は　

煙
立
ち
立
つ　

海
原
は　

か
ま
め
立
ち
立

つ　

う
ま
し
国
そ　

あ
き
づ
し
ま　

大
和
の
国
は�

［
萬
葉
一
・
２
］　

	
	

◎　
　

天
皇
が
香
具
山
に
登
っ
て
国
見
を
さ
れ
た
時
の
御
歌

	
	

　
�

大
和
に
は
た
く
さ
ん
の
山
が
あ
る
が
、
最
も
近
い
天
の
香
具
山
、
そ
こ

に
登
り
立
っ
て
国
見
を
す
る
と
、
平
野
に
は
炊
煙
が
あ
ち
こ
ち
に
立
っ

て
い
る
。
海
原
に
は
鴎
が
そ
こ
こ
こ
に
飛
び
立
っ
て
い
る
。
素
晴
ら
し

い
国
で
あ
る
よ
。（
あ
き
づ
し
ま
）
大
和
の
国
は
。
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の
「
う
ま
し
国
そ　

あ
き
づ
し
ま　

大
和
の
国
は
」
は

　
　

A
ハ
B
ソ

の
形
（
倒
置
）
に
な
っ
て
い
て
、「
大
和
の
国
は
」
の
「
は
」
は
他

と
区
別
す
る
係
助
詞
で
あ
る
が
、「
大
和
の
国
」
が
主
語
に
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
訳
に
「
素
晴
ら
し
い
国
で
あ
る
よ
」
と
し
た
が
、

「
よ
」
が
「
私
が
思
う
」
を
あ
ら
わ
す
。

　

次
に
。「
ナ
リ
」
は
助
詞
の
「
ニ
」
に
「
ア
リ
」
が
接
し
た
も
の

で
あ
る
。

	
	

○�

尾
張
に　

直
に
向
か
へ
る　

尾
津
崎
な
る　

一
つ
松　

吾
兄
を　

一
つ

松　

人
に
あ
り
せ
ば　

大
刀
佩
け
ま
し
を　

衣
着
せ
ま
し
を　

一
つ
松

　

吾
兄
を　

�

［
記
２
９
歌
謡
］　

	
	

◎�

尾
張
に
ま
っ
す
ぐ
向
い
て
い
る
尾
津
崎
に
あ
る
一
本
松
、
お
前
よ
。
一

つ
松
が
人
で
あ
っ
た
な
ら
、
大
刀
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
も
の
を
。
衣

を
着
せ
た
い
も
の
を
。
一
つ
松
、
お
前
よ
。

	
	

○�

わ
が
背
子
が　

来
べ
き
夕
な
り　

さ
さ
が
ね
の　

蜘
蛛
の
行
ひ　

今
夕

著
し
も�

［
紀
６
５
歌
謡
］　

	
	

◎�

今
夜
は
夫
が
き
っ
と
来
る
夜
だ
。（
さ
さ
が
ね
の
）
蜘
蛛
が
巣
を
か
け

る
行
い
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
。

「
ニ
ア
リ
」
の
「
ニ
」
は
場
所
を
あ
ら
わ
す
「
ニ
」
で
、「
ニ
ア
リ
」

は
「
に
於
い
て
あ
る
」
の
意
で
あ
る
。
同
じ
く
「
ト
ア
リ
」
の
「
ト
」

も
場
所
を
あ
ら
わ
す
「
ト
」
で
、「
ト
ア
リ
」
は
「
と
い
う
所
に
あ

る
」
の
意
。
こ
れ
が
つ
づ
ま
っ
て
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
と
な
る
と
き

「
ア
リ
」
は
実
質
的
意
味
か
ら
形
式
的
意
味
に
転
じ
て
〈
陳
述
〉

〈
判
断
〉
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
〔
注
４
〕。

　

形
容
動
詞
の
「
ニ
ア
リ
」「
ト
ア
リ
」
が
、
様
態
を
あ
ら
わ
す
助

詞
の
「
ニ
」「
ト
」
に
「
ア
リ
」
が
接
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
と
、

そ
れ
は
異
な
っ
て
い
る
。

五　

「
ナ
リ
」「
タ
リ
」　

「
ダ
」「
デ
ア
ル
」

　

名
詞
文
の
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
は
、
文
が
成
立
す
る
た
め
に
必
須

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
名
詞
文
は
「
A
、
B
。」
で
も
成
立
し
得

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
文
の
主
語
・
述
語
が
明
確
に
な
る
。
や
が
て
、
そ
れ
が
名
詞
文
の

一
般
的
な
形
に
な
る
と
、「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
は
陳
述
を
あ
ら
わ
す
語

の
性
格
を
獲
得
す
る
。

　
　

○
梅
、
木
な
り
。

と
い
う
文
に
は
、

　
　
　

梅
の
存
在

　
　
　

梅
の
あ
り
様

　
　
　

人
が
見
た
梅
の
一
局
面

　
　
　

人
の
判
断
（
私
は
思
う
）

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
、

　
　
　

梅
の
あ
り
様

と
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人
の
判
断
（
私
は
思
う
）

と
が
表
面
に
あ
ら
わ
れ
る
。
命
題
的
な
文
で
な
け
れ
ば
、
多
く
の
場

合
、

　
　
　

梅
の
あ
り
様

を
述
べ
る
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
私
の
判
断
」
を
示
す
場
合
、

　
　

○
梅
、
木
な
る
な
り
。

と
、
さ
ら
に
判
断
の
「
ナ
リ
」
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
判
断

の
「
ナ
リ
」
は
、
他
の
述
語
を
も
つ
文
に
も
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

○
梅
、
在
る
な
り
。

　
　
　

梅
、
咲
く
な
り
。

　
　
　

梅
、
美
し
き
な
り
。

　
　
　

梅
、
厳
か
な
る
な
り
。

「
ナ
リ
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
用
法
も
あ
る
。

　

形
容
動
詞
の
「
ニ
」
と
名
詞
に
接
す
る
「
ニ
」
と
は
、
原
の
意
味

が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
ニ
・
ア
リ
」
が
「
ナ
リ
」
に
熟

合
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
活
用
の
し
か
た
は
同
じ
に
な
る
。
ち
ょ
う

ど
、

　
　

○
駿
河
な
る
富
士
の
山

の
「
ナ
リ
」
が
「
ニ
在
リ
」
の
意
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
と
同
じ

形
に
見
え
る
の
と
、
そ
れ
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　

現
代
語
で
は
、「
ナ
リ
」
は
「
ダ
、
デ
ア
ル
」
の
形
に
な
る
。

　
　

○
梅
は
木
だ
。

に
対
し
、

　
　

○
梅
は
木
で
あ
る
。

の
ほ
う
が
、
よ
り
説
明
的
と
な
る
の
は
、「
ア
リ
」
に
判
断
の
力
が

は
た
ら
く
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

　
　

○
梅
は
木
な
の
で
あ
る
。

　
　
　

梅
は
木
で
あ
る
の
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
下
の
「
で
あ
る
」
に
は
私
の
判
断
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

　
　

○
梅
が
在
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

梅
が
咲
く
の
で
あ
る
。

　
　
　

花
は
美
し
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

花
は
厳
か
な
の
で
あ
る
。
花
は
厳
か
で
あ
る
の
で
あ
る
。

六　

私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ

　

し
か
し
、
名
詞
の
文
と
形
容
動
詞
の
文
と
は
全
く
同
じ
で
は
な
い
。

す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
名
詞
化
し
た
も
の
を
除
き
、
多
く

の
形
容
動
詞
の
語
幹
は
主
語
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、

次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

　
　

○
梅
は
木
だ
。

と
　
　

○
梅
は
厳
か
だ
。

は
述
語
が
主
語
に
つ
い
て
述
べ
た
文
で
、
同
じ
は
た
ら
き
方
を
し
て
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い
る
。
名
詞
の
文
が
、

　
　

○
私
は
学
生
だ
。

な
ら
ば
ど
う
か
。

　
　

○
梅
は
木
だ
。

は
、
主
語
の
分
類
区
分
を
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

　
　

○
私
は
学
生
だ
。

は
、
主
語
の
身
分
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
～
ハ
…
ダ
」

で
主
述
関
係
を
構
成
し
て
い
る
。
次
に
、

　
　

○
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。（
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
）

な
ら
ば
ど
う
か
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
話
を
し
て
い
た
り
、
劇
中
の
役
の

話
で
は
な
い
か
ら
、「
私
」
は
主
語
で
は
な
い
。
一
つ
の
場
合
は
、

　
　

○
あ
な
た
は
ジ
ュ
ー
ス
に
し
ま
す
か
？

と
聞
か
れ
た
と
き
に
「
い
や
、
自
分
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」
と
断
言
す

る
と
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
は
」
は
他
と
区
別
す
る
係
助
詞
で

あ
り
、「
だ
」
は
断
定
の
助
動
詞
で
あ
る
。
そ
の
主
題
は
、

　
　
　

飲
み
物
は

　
　
　

注
文
す
る
も
の
は

で
あ
る
。

　

次
に
、
二
つ
目
の
場
合
。
二
人
以
上
の
人
が
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

る
と
き
に
、

　
　

○
―
―
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。

　
　
　

―
―
僕
は
紅
茶
で
す
。

の
よ
う
に
言
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
は
」
は
他
と
区
別
す

る
係
助
詞
で
あ
る
。
そ
の
主
題
は

　
　
　

飲
み
た
い
の
は

　
　
　

注
文
す
る
も
の
は

で
あ
る
。「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」
と
言
う
と
き
、
そ
の
主
題
「
飲
み

た
い
の
は
」「
注
文
す
る
の
は
」
は
、「
コ
ー
ヒ
ー
だ
」
を
導
く
。

「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
た
い
。」「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
し
ま

す
。」
で
あ
っ
て
も
伝
え
た
い
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
が
、「
飲
み
た

い
」「
注
文
し
ま
す
」
が
「
ダ
」
の
意
味
と
な
る
の
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の
場
合
、「
注
文
す
る
も
の
は
」
と
相
関
し
て
「
～
ハ
…

ダ
」
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、「
コ
ー
ヒ
ー
だ
」
の
「
ダ
」
が
「
私
は
」

の
「
ハ
」
と
相
関
し
て
「
～
ハ
…
ダ
」
と
な
る
の
で
は
な
い
。
主
題

の
「
注
文
す
る
も
の
は
」
が
言
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

「
私
は
」
と
「
コ
ー
ヒ
ー
だ
」
と
は
主
述
関
係
と
し
て
は
つ
な
が
ら

な
い
。「
コ
ー
ヒ
ー
だ
」
の
「
ダ
」
は
、「
注
文
す
る
も
の
は
」
を
含

め
た
文
全
体
の
判
断
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
つ
目
の
場
合
に
は

「
ダ
」
は
断
定
の
助
動
詞
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
の
「
ダ
」
は
、

断
定
の
面
も
も
ち
な
が
ら
述
語
性
を
明
示
す
る
は
た
ら
き
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。

　

「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」
は
ま
た
、「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
。」
さ
ら
に

「
私
、
コ
ー
ヒ
ー
。」
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
と
き
、「
私
は
コ
ー

ヒ
ー
だ
。」
の
「
ハ
」
は
「
私
」
の
中
に
含
ま
れ
、「
ダ
」
は
「
私
、
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コ
ー
ヒ
ー
。」
の
中
に
含
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
私
、
コ
ー
ヒ
ー
。」
は
、

　
　

〇
私
が
コ
ー
ヒ
ー
だ
。

の
意
味
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、「
コ
ー
ヒ
ー
を
注

文
し
た
の
は
誰
な
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
で
、「
ガ
」

は
《
特
示
》
の
は
た
ら
き
を
も
つ
〔
注
５
〕。

　

額
田
王
の
「
秋
山
そ
吾
は
」
の
「
ソ
」
は
「
秋
山
」
を
指
し
示
す

語
で
、
こ
の
場
合
は
終
助
詞
に
な
っ
て
い
た
〔
注
６
〕。「

私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」

の
「
ダ
」
は
、「
ソ
」
と
同
じ
よ
う
な
は
た
ら
き
も
も
ち
つ
つ
、「
注

文
す
る
の
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」
の
「
…
ハ
…
ダ
」
と
い
う
構
文
に
お

い
て
、「
コ
ー
ヒ
ー
」
を
述
格
に
立
て
る
働
き
を
も
つ
。
ま
た
、「
僕

は
紅
茶
で
す
。」
の
「
デ
ス
」
は
、「
ソ
」
と
同
じ
よ
う
な
は
た
ら
き

も
も
ち
つ
つ
、
文
全
体
を
敬
語
性
で
包
む
。「
デ
ス
」
が
文
全
体
を

敬
語
性
で
包
む
の
と
同
じ
よ
う
に
、「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」
の
「
ダ
」

も
、
文
全
体
の
述
格
を
も
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
名
詞

に
つ
く
「
ナ
リ
」「
ダ
、
デ
ア
ル
」
の
は
た
ら
き
で
あ
っ
て
、
形
容

動
詞
を
述
語
と
す
る
文

　
　
　

梅
は
厳
か
だ
。

の
「
ダ
」
が
「
厳
か
」
の
陳
述
に
は
た
ら
く
の
と
は
、
異
な
っ
た
は

た
ら
き
で
あ
る
。

　

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
名
詞
文
の

　
　
　

～
ハ
…
ダ
。

の
文
は
、

　
　
　

主
述
関
係
を
あ
ら
わ
す
文
で
あ
る
場
合
（「
梅
は
木
だ
。」）

と
、

　
　
　

述
語
成
分
だ
け
の
文
で
あ
る
場
合
（「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」）

と
が
あ
り
、「
ダ
」
は

　
　
　

断
定
の
助
動
詞

で
あ
る
場
合
と
、

　
　
　

文
全
体
の
陳
述
を
あ
ら
わ
す

場
合
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」
の
「
ダ
」
は
、
断
定
の
助
動
詞

で
あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
文
全
体
の
陳
述
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

七　

ま
と
め

　

以
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

　

・�

存
在
詞
・
動
詞
は
、
語
幹
と
語
尾
と
が
一
体
と
な
っ
て
意
味
を

構
成
す
る
。

　
　

�

形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
は
語
幹
用
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
形
容

詞
・
形
容
動
詞
は
語
幹
が
意
味
の
核
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

・
形
容
詞
の
活
用
は
、
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原
形　
　
　

よ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

	
	

　
　

語
幹　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

	
	

　
　

未
然
形　
　

く　
　
　

か
ら　
　
　
　
　

く　
　
　

か
ら　

	
	

　
　

連
用
形　
　

く　
　
　

か
り　
　
　
　
　

く　
　
　

か
り　

	
	

　
　

終
止
形　
　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
○
〕

	
	

　
　

連
体
形　
　

き　
　
　

か
る　
　
　
　
　

き　
　
　

か
る　

	
	

　
　

已
然
形　
　

け
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
れ

	
	

　
　

命
令
形　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ

　
　

で
あ
る
。

　

・�

状
態
副
詞
に
、
様
態
を
あ
ら
わ
す
「
ニ
」「
ト
」
が
接
し
（
接

し
た
も
の
も
状
態
副
詞
）、
さ
ら
に
「
ア
リ
」
が
接
し
た
も
の

が
、
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
で
あ
っ
て
、
状
態
副
詞
に
は
「
ア

リ
」
が
付
く
も
の
と
付
か
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、「
ア
リ
」

の
付
く
も
の
を
特
に
ひ
と
つ
の
品
詞
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

　
　

�　

ま
た
、
形
容
動
詞
と
形
容
詞
の
性
格
が
似
て
い
る
た
め
、
い

ず
れ
も
形
容
詞
と
す
る
立
場
も
あ
る
が
、
形
容
動
詞
に
は
、
そ

の
出
自
の
副
詞
と
一
続
き
の
面
を
も
つ
も
の
も
あ
る
の
で
、
全

く
同
じ
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

・�

名
詞
を
述
語
と
す
る
文
に
つ
く
「
ニ
ア
リ
」
の
「
ニ
」
は
場
所

を
あ
ら
わ
す
「
ニ
」
で
、「
ニ
ア
リ
」
は
「
に
於
い
て
あ
る
」

の
意
で
あ
る
。
同
じ
く
「
ト
ア
リ
」
の
「
ト
」
も
場
所
を
あ
ら

わ
す
「
ト
」
で
、「
ト
ア
リ
」
は
「
と
い
う
所
に
あ
る
」
の
意
。

こ
れ
が
つ
づ
ま
っ
て
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
と
な
る
と
き
「
ア
リ
」

は
実
質
的
意
味
か
ら
形
式
的
意
味
に
転
じ
て
〈
陳
述
〉〈
判
断
〉

の
意
味
を
あ
ら
わ
す
。

　
　

�　

形
容
動
詞
の
「
ニ
ア
リ
」「
ト
ア
リ
」
が
、
様
態
を
あ
ら
わ

す
助
詞
の
「
ニ
」「
ト
」
に
「
ア
リ
」
が
接
し
た
も
の
で
あ
っ

た
の
と
、
そ
れ
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

・�

名
詞
文
の
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
は
、
文
が
成
立
す
る
た
め
に
必

須
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
名
詞
文
は
「
A
、
B
。」
で
も
成

立
し
得
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
を
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
文
の
主
語
・
述
語
が
明
確
に
な
る
。
や
が
て
、

そ
れ
が
名
詞
文
の
一
般
的
な
形
に
な
る
と
、「
ナ
リ
」「
タ
リ
」

は
陳
述
を
あ
ら
わ
す
語
の
性
格
を
獲
得
す
る
。

　

・
名
詞
文
の

　
　
　
　
　

～
ハ
…
ダ
。

　
　

�

の
文
は
、
主
述
関
係
を
あ
ら
わ
す
文
で
あ
る
場
合
（「
梅
は
木

だ
。」）
と
、
述
語
成
分
の
文
だ
け
で
あ
る
場
合
（
レ
ス
ト
ラ
ン

で
「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」）
と
が
あ
り
、「
ダ
」
は

　
　
　
　
　

断
定
の
助
動
詞

　
　

で
あ
る
場
合
と
、

　
　
　
　
　

文
全
体
の
陳
述
を
あ
ら
わ
す

　
　

場
合
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

�　

そ
し
て
、「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
。」
の
「
ダ
」
は
、
断
定
の
助

動
詞
で
あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
文
全
体
の
陳
述
を
あ
ら
わ
し
て
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い
る
。

注１　

拙
稿
「
存
在
詞
『
あ
り
』
に
就
い
て
」　

1
9
7
8
年　

三
船
祥
二
郎

教
授
古
稀
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
現
代
社
会
と
人
間
の
諸
問
題
』

所
収
。

２　

山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
論
』
1
9
7
0
年
復
刻
版
発
行　

宝
文
館
出
版　

二
四
五
頁
。

３　

山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
學
概
論
』
1
9
3
5
年　

宝
文
館
出
版　

三
八

五
頁
～
三
八
六
頁
。

　
　
　

�　

情
態
の
副
詞
は
既
に
述
べ
た
る
如
く
、
そ
の
意
義
に
於
い
て
形
容

詞
に
似
た
る
も
の
に
し
て
た
ゞ
陳
述
の
能
力
の
存
在
せ
ぬ
も
の
な
る

が
、
今
こ
れ
に
説
明
存
在
詞
を
結
合
す
れ
ば
相
合
し
て
一
の
用
言
の

如
き
用
を
な
す
に
至
る
。
こ
れ
そ
の
陳
述
の
能
力
は
存
在
詞
に
よ
り

て
附
與
せ
ら
れ
た
る
に
よ
る
な
り
。
そ
れ
ら
の
例
次
の
如
し
。

　
　
　
　
　

偉
大
な
り
。　
　

暖
か
な
り
。

　
　
　
　
　

漠
然
た
り
。　
　

藹
々
た
り
。

　
　
　

�

か
く
し
て
こ
れ
ら
は
助
詞
「
に
」
を
伴
ふ
べ
き
も
の
は
「
な
り
」
を

伴
ひ
、
助
詞
「
と
」
を
伴
ふ
べ
き
も
の
は
「
た
り
」
を
伴
ひ
、
相
合

し
て
形
容
詞
に
似
た
る
意
義
と
用
と
を
あ
ら
は
す
も
の
な
り
。
か
ゝ

る
場
合
に
は
そ
の
副
詞
は
、
修
飾
格
に
立
て
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て

賓
格
に
立
て
る
も
の
な
り
と
す
。

４　

拙
稿
「
存
在
詞
『
あ
り
』
に
就
い
て
」　

1
9
7
8
年　

三
船
祥
二
郎

教
授
古
稀
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
現
代
社
会
と
人
間
の
諸
問
題
』

所
収
。

５　

拙
稿
「
同
格
の
ガ
・
対
象
を
指
し
示
す
ガ
・
特
指
の
ガ
」　

2
0
1
9

年　

『
京
都
語
文
』
第
27
号　

所
収

６　

三
に
掲
げ
た
額
田
王
の
「
冬
ご
も
り
…
そ
こ
し
恨
め
し　

秋
山
そ
吾

は
」
と
い
う
歌
の
「
秋
山
そ
吾
は
」
も
、
こ
れ
と
似
た
構
文
で
あ
る
。

「
秋
山
そ
吾
は
」
の
主
題
は
「
趣
が
あ
る
の
は
」
で
あ
る
。「
吾
は
」
は
、

「
吾
」
の
判
断
を
他
と
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
枕
草
子
第
一
段
の
、

　
　
　

○
春
は
曙
。
…
夏
は
よ
る
。
…
秋
は
夕
暮
。
…
冬
は
つ
と
め
て
。
…

　

�

［
枕
草
子
一
段
］

　

の
主
題
も
「
趣
が
あ
る
の
は
」
で
あ
る
。「
春
は
曙
。」
は
、
万
人
に
納
得

さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
皆
が
思
う
」
の
で
あ
る
が
、
清
少
納
言
の
好
み

を
反
映
し
て
「
わ
た
く
し
が
好
き
な
の
は
」
の
雰
囲
気
も
漂
わ
せ
る
。
清

少
納
言
の
「
秋
は
夕
暮
。」
の
主
題
は
「
趣
の
あ
る
の
は
」
で
あ
り
、「
秋

は
」
は
春
夏
秋
冬
の
移
り
変
わ
る
景
物
の
中
で
「
秋
な
ら
ば
」
と
他
の
季

節
と
区
別
す
る
。
こ
の
場
合
「
ハ
」
は
、「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
」「
僕
は
紅

茶
だ
」
の
「
ハ
」
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
清
少
納
言
の
好
み
を
反
映

し
た
「
わ
た
く
し
が
好
き
な
の
は
」
が
主
題
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

「
わ
た
く
し
」
は
主
題
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
た
め
、「
ハ
」
は
「
私

は
」「
僕
は
」
の
「
ハ
」
と
は
異
な
る
。
枕
草
子
と
い
う
書
物
は
、
筆
者

の
思
い
入
れ
が
深
い
と
い
う
性
格
を
も
っ
た
書
物
で
あ
る
た
め
、
一
つ
の

文
に
二
様
の
見
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

ま
た
、
新
古
今
集
巻
一
・
春
歌
上
の
、

　
　
　

○�　
　

�

を
の
こ
ど
も
詩
を
作
り
て
歌
に
あ
は
せ
侍
し
に
、
水
郷
春
望

と
い
ふ
こ
と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

　
　
　
　

�

見
わ
た
せ
ば
山
も
と
か
す
む
水
無
瀬
河
ゆ
ふ
べ
は
秋
と
な
に
思
ひ

け
ん�

［
新
古
今
一
・
３
６
］

　

の
「
ゆ
ふ
べ
は
秋
」
の
主
題
も
や
は
り
「
趣
が
あ
る
の
は
」
で
あ
る
。
後

鳥
羽
院
は
、
通
念
の
と
お
り
「
夕
べ
は
秋
」
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
こ

の
春
の
夕
べ
も
い
い
で
は
な
い
か
、
と
詠
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
通
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念
と
し
て
「
夕
べ
は
秋
」
が
あ
る
の
で
、「
趣
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」

の
は
「
皆
」
で
あ
り
、
後
鳥
羽
院
は
「
わ
た
く
し
も
思
っ
て
い
た
」
の
で

あ
っ
て
、
話
は
少
し
複
雑
に
な
る
。
後
鳥
羽
院
の
「
夕
べ
は
秋
」
の
主
題

は
「
趣
の
あ
る
の
は
」
で
あ
り
、「
夕
べ
は
」
は
一
日
の
時
間
の
中
で
朝

や
昼
や
夜
と
区
別
す
る
。
通
念
と
し
て
の
「
秋
は
夕
暮
」
の
「
ハ
」
は
、

「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
」「
僕
は
紅
茶
だ
」
の
「
ハ
」
と
変
わ
ら
な
い
。「
そ

の
通
念
の
よ
う
に
わ
た
く
し
も
思
っ
て
い
た
」
と
言
う
と
き
に
は
、「
皆

が
思
う
」「
わ
た
く
し
も
思
う
」
を
含
む
。


